
横浜市新型コロナウイルス対策本部会議 議事要旨 

日  時 令和３年３月 18日（木）19時 00分～19時 30分 

開催場所 市庁舎 10階 危機管理センター本部会議室 

出 席 者 【正副本部長】 

市長、平原副市長、小林副市長、城副市長、林副市長、高坂危機管理監 

【局・統括本部】 

温暖化対策統括本部長（代理：温暖化対策統括本部副本部長）、政策局長、総務局長、財

政局長、国際局長、市民局長（代理：市民局副局長）、文化観光局長、経済局長、こども

青少年局長、健康福祉局長、医療局長、医療局病院経営本部長、環境創造局長、資源循環

局長、建築局長、都市整備局長、道路局長、港湾局長、消防局長、会計室長、水道局長、

交通局長、教育長、選挙管理委員会事務局長（代理：選挙管理委員会事務局選挙部長）、

人事委員会事務局長、監査事務局長、議会局長 

【区】鶴見区長、南区長、瀬谷区長 

【その他】危機管理室長、政策局政策調整担当理事、保健所長 

開催形態 マスコミ公開 

議    事 開 会 

１ 市内の状況について 

(1) 感染発生等の状況＜健康福祉局＞ 

資料１に沿って説明【健康福祉局長】 

≪本日の感染者数について≫【本部長】 

・本日の感染者数は、77人で、そのうち 27人が大学の運動部の方である。（運動部の

方は、全員が軽症者と無症状者） 

 

 (2) 医療提供体制の状況＜医療局＞ 

資料２に沿って説明【医療局長】 

・現在の重症者数は、昨年４月以降で最も少ない。（３/18時点で３床） 

・陽性患者（重症＋中等症等）の病床使用数は 11月上旬と同程度である。（約 100床） 

・発熱等疑似症患者の病床使用数が多いのは、疑似症を受け入れる病院が増えている

ことも要因であると推測する。 

 

 (3) ワクチン接種に向けた準備状況＜感染症・医療調整本部＞ 

資料３に沿って説明【健康福祉局長】 

 

２ 国や県の動向を踏まえた本市の対応について＜本部運営調整チーム＞ 

資料４に沿って説明【危機管理室長】 

 

３ 本部長指示 

別紙のとおり 

 

４ その他 

【本部長】 

・鶴見区長に、先日実施したワクチン集団接種シミュレーションの状況を伺いたい。 

 

【鶴見区長】 

・鶴見公会堂に集団接種会場を模擬的に設置し、６レーンに分かれた接種のシミュレーシ 

ョンを実施した。 

・結果として、導線の確保を明確にする（待合室を広げる等）といった具体的な課題が見

えてきたため、今後しっかりと対応していきたい。 

 



【本部長】 

・私もシミュレーションを見たが、医師の方々がしっかりやっていただき、参加いただい

た市民の方々も協力的だったことが印象的だった。 

・ワクチン接種の着実な推進については、配給量にもよるが、しっかりと取り組んでいた

だきたい。 
 

閉 会 

資  料 

・ 

特記事項 

１ 資 料 

≪市内の状況について≫ 

資料１ 感染発生等の状況【健康福祉局】 

資料２ 医療提供体制の状況【医療局】 

資料３ ワクチン接種に向けた準備状況【感染症・医療調整本部】 

≪国や県の動向を踏まえた本市の対応について≫ 

資料４ 国や県の動向を踏まえた本市の対応について【本部運営調整チーム】 

 

２ 特記事項 

なし 

 


